
放射線検出器（特許第5779819号）

国立研究開発法人 日本原子力研究開発機構保有特許

本発明に係る放射線検出器で測定を行えば、１回の照射で、いくつかのエネルギー範囲のＸ線数を用い
たCT画像を作ることでヨウ素（造影剤）かカルシウム（血管に沈着したCa）かの区別がつく。

技術的特長

１．本発明の放射線検出器では、高い線量の放射線の検出と放射線のエネルギ情報の収集とを同時に
行うことができ、しかも吸収体を配置したことによって、多大な計算を要することなく、エネルギ情報を
精度良く取得することが可能となる。

２．同一の検出媒体を用いた同一構造の検出素子を用いることができるので、構成が単純化され、安価
に製作することができる。

発明の効果

エネルギー差分法を用いた医療用のＸ線検査装置、あるいは産業用のＸ線検査装置やガンマ線検査装
置等を利用する分野で活用される。

（1）医療施設 （2）製造業（＠非破壊検査）

本特許の活用用途

ご相談は下記まで御連絡ください
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【図１】に本発明に係る放射線検出器を用いたＸ
線透過撮像装置の概略構成図を、【図２】に本発明
に係る放射線検出器の一実施例を示す概略図を
示す。

【図３】に検出素子11～13で得られた電流値をI1
～I3 とし、I2 /I1 をｘ軸に、I3 /I1 をｙ軸に取ったグラフ
を示す。錫吸収体がない場合（ａ）には、I2 /I1 －I3
/I1 のグラフは、アクリル*厚さ、ヨウ素厚さが集約さ
れた形で、一つの線上に分布した。それに対して
錫吸収体がある場合（ｂ）には、I2 /I1 －I3 /I1 のグ
ラフは、アクリル厚さごとに分解され、ヨウ素厚さ－
アクリル厚さの二つのパラメータにより、２次元的
な地図が得られた。

*軟組織あるいは軟組織と骨を模擬したもの

更に詳しくは、次のような特許内容、特長を有しています。

特 許 内 容

本特許の具体的内容

１．従来の放射線検出器では、エネルギ情報を精
度良く求めるには、多大な計算を要するという
問題があった。

２．解析結果であるＸ線通過線上のヨウ素厚さを精
度良く求めるためには、多数の初期推定Ｘ線エ
ネルギー分布を用意し、アンフォールディング
コードに入力する必要があった。

３．Ｘ線が被検体を通過した距離に対して求めてお
いた応答関数を解析に用いる必要があり、この
ため測定電流値から再構成したＣＴ画像を用い
て、各測定点においてＸ線が被検体を通過した
距離を算出する必要があった

従来の問題点

【図２】
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【図１】

11,12,13：検出素子
14：吸収体

【図３】


